
　（滋賀県多賀町）

２０２３年１１月
（第17９号）

・９月定例会

・予算特別委員会

・決算特別委員会

・総務常任委員会（閉会中含む）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・

・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・　

　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

２

３

４

７

・産業建設常任委員会（閉会中含む）

・子ども議会(１１人が質問 )

・町政を問う(８人が一般質問 )

・地域おこし協力隊

８

９

１３

１８

「たがトコ フォトクラブ」 提供「たがトコ フォトクラブ」 提供

里の秋里の秋



９
月
定
例
会

予
算
特
別
委
員
会

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　

再
任
　

小
菅
　

法
雄
　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
決

　

多
賀
町
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

任
命
者

　

再
任
　

丸
尾
　

恭
子
　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
決

　

４
年
度
多
賀
町
財
政
の
健

全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金

不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

　

・・
健
全
財
政
を
維
持

　
　
　
　
　
　
　

意
見
無
し

①
多
賀
町
家
庭
的
保
育
事
業

　

等
の
設
備
お
よ
び
運
営
に

　

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

　
　

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例
に
つ
い
て
　
　
　

可
決

②
多
賀
町
特
定
教
育
・
保
育

　

施
設
お
よ
び
特
定
地
域
型

　

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

　

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

　

つ
い
て
　
　
　
　
　

可
決

③
多
賀
町
放
課
後
児
童
健
全

　

育
成
事
業
の
設
備
お
よ
び

　

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

　

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託

④
調
停
を
成
立
さ
せ
る
こ
と

　

に
つ
い
て
　
　
　
　

可
決

⑤
５
年
度
多
賀
町
一
般
会
計

　

補
正
予
算
(
第
４
号
)
に

　

つ
い
て

　

予
算
特
別
委
員
会
に
付
託

⑥
５
年
度
多
賀
町
国
民
健
康

　

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

(
第
１
号
)
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
決

⑦
５
年
度
多
賀
町
介
護
保
険

　

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

(
第
１
号
)
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
決

⑧
５
年
度
多
賀
町
後
期
高
齢

　

者
医
療
事
業
特
別
会
計
補

　

正
予
算
(
第
１
号
)
に
つ

　

い
て
　
　
　
　
　
　

可
決

⑨
５
年
度
多
賀
町
水
道
事
業

　

会
計
補
正
予
算
(
第
２
号
)

　

に
つ
い
て
　
　
　
　

可
決

①
４
年
度
多
賀
町
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

　

つ
い
て

　

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託

②
４
年
度
多
賀
町
国
民
健
康

　

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託

　

９

月

定

例

会

〜

9
　5

 9
　29

③
４
年
度
多
賀
町
介
護
保
険

　

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託

④
４
年
度
多
賀
町
後
期
高
齢

　

者
医
療
事
業
特
別
会
計
歳

　

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

　

い
て

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託

⑤
４
年
度
多
賀
町
育
英
事
業

　

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

の
認
定
に
つ
い
て
　

可
決

⑥
４
年
度
多
賀
町
大
滝
財
産

　

区
管
理
会
特
別
会
計
歳
入

　

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

　

て
　
　
　
　
　
　
　

可
決

⑦
４
年
度
多
賀
町
多
賀
財
産

　

区
管
理
会
特
別
会
計
歳
入

　

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

　

て
　
　
　
　
　
　
　

可
決

⑧
４
年
度
多
賀
町
霊
仙
財
産

　

区
管
理
会
特
別
会
計
歳
入

　

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

　

て
　
　
　
　
　
　
　

可
決

⑨
４
年
度
び
わ
こ
東
部
中
核

　

工
業
団
地
公
共
緑
地
維
持

　

管
理
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に

　

付
託

⑩
４
年
度
農
業
集
落
排
水
事

　

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

　

算
の
認
定
に
つ
い
て

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に

　

付
託

⑪
多
賀
町
水
道
事
業
会
計
の

　

利
益
の
処
分
お
よ
び
４
年

　

度
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に

　

付
託

⑫
４
年
度
多
賀
町
下
水
道
事

　

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

　

い
て

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に

　

付
託

　

現
行
の
健
康
保
険
証
を
残

す
こ
と
を
求
め
る
請
願

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託

　

請
願
第
４
号

諮　

問

同　

意

報　

告

議　

案

認　

定

２議会広報 たが　２０２３年11月３ 議会広報 たが　２０２３年11月

９月定例会は、諮問１件、同意１件、報告１件、
議案９件、認定１２件、請願１件、追加議案１件
を審議

９月定例会は、諮問１件、同意１件、報告１件、
議案９件、認定１２件、請願１件、追加議案１件
を審議

９月定例会は、諮問１件、同意１件、報告１件、
議案９件、認定１２件、請願１件、追加議案１件
を審議

地方特例交付金

地方交付税

国庫支出金

県支出金

県委託金

繰入金

繰越金

諸収入

町債

歳入合計

歳　　　入

▲１１９

７１８０

１９

３２８

６９

▲３１４８

２０３３

２９０

▲６５９

５９９３

・
地
方
交
付
税

　
　
　
　
　

７
１
８
０
万
円

・
県
補
助
金
　

　

産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
事
業
補
助
金
(
そ
ば
コ

ン
バ
イ
ン
購
入
補
助
)

　
　
　
　
　
　

３
４
９
万
円

・
繰
越
金
　

２
０
３
３
万
円

・
諸
収
入
　

　

消
防
団
員
退
職
報
償
金

　
　
　
　
　
　

１
６
４
万
円

・
一
般
管
理
費
(
人
件
費
)

職
員
の
異
動
、
退
職
者
等
で

各
課
に
お
い
て
の
増
減

・
消
防
団
員
退
職
報
償
金

　
　

２
名
分
　

１
６
４
万
円

・
測
量
設
計
委
託
２
５
０
万

円
は
、
結
い
の
森
駐
車
場
に

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

建
設
の
た
め
の
設
計
費

・
電
子
計
算
費

　
　
　
　
　
　

１
５
２
万
円

・
基
幹
系
パ
ソ
コ
ン

　

静
脈
認
証
が
、
14
台
に
２

台
を
追
加
し
て
16
台
、
プ
リ

ン
タ
ー
５
台

・
後
期
高
齢
者
医
療
費
の
広

域
連
合
負
担
金
(
過
年
度

分
)
と
繰
出
金
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　

２
９
２
万
円

・
町
税
過
年
度
還
付
金

　
　
　
　
　
　

６
０
０
万
円

・
高
齢
者
小
規
模
住
宅
改
造

事
業
補
助
金
３
件
分

　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

・
そ
ば
コ
ン
バ
イ
ン
購
入
補

助
金
３
４
９
万
円
と
町
補
助

金
２
０
０
万
円

・
農
業
機
械
購
入
補
助
金

　
　
　
　
　
　

４
０
０
万
円

・
秋
の
粗
大
ゴ
ミ
収
集
委
託

料
　
　
　
　

１
０
２
６
万
円

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

・
道
路
補
修
工
事

　
　
　
　
　
　

１
０
２
万
円

・
多
賀
小
学
校
の
児
童
数
増

加
に
伴
う
備
品
購
入

　
　
　
　
　
　

３
０
９
万
円

・
大
滝
小
学
校
か
ら
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
送
迎
費
用

　
　
　
　
　
　
　
　

57
万
円

・
多
賀
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
事
務
所
エ
ア
コ
ン
の
修

理
　
　
　
　
　
　
　

71
万
円

・
胡
宮
神
社
旧
社
務
所
(
町

指
定
文
化
財
)
の
改
修
費

　
　
　
　
　
　

３
４
４
万
円

　

５
年
度
多
賀
町
一
般
会
計

補
正
予
算
(
第
５
号
)
に
つ

い
て

　

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２

４
０
０
万
円
追
加
し
、
52
億

８
５
４
万
円
と
す
る
。

・
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　

１
９
０
０
万
円

・
多
賀
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
修
繕
工
事
５
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
決

歳
入
の
主
な
も
の

総
務
課
所
管

総
務
課
所
管

企
画
課
所
管

企
画
課
所
管

福
祉
保
健
課
所
管

福
祉
保
健
課
所
管

税
務
住
民
課
所
管

税
務
住
民
課
所
管

地
域
整
備
課
所
管

地
域
整
備
課
所
管

教
育
委
員
会
所
管

教
育
委
員
会
所
管

産
業
環
境
課
所
管

産
業
環
境
課
所
管

歳
出
の
主
な
も
の

５９９３万円追加　　総額　５１億８４５４万円５９９３万円追加　　総額　５１億８４５４万円
５年度多賀町一般会計補正予算（第４号）５年度多賀町一般会計補正予算（第４号）５年度多賀町一般会計補正予算（第４号）５年度多賀町一般会計補正予算（第４号）

予算特別委員会（補正）予算特別委員会（補正）予算特別委員会（補正）

万円

総務管理費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

歳出合計

歳　　　出

　　　　３６３

　　　　８１５

　　　１６１２

　　　２００４

　　　　１００

　　　１１６

　　　　１６４

　　　　８１９

　５９９３

万円

最
終
日
　

追
加
議
案



決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

令和4年度の決算を審査令和4年度の決算を審査令和4年度の決算を審査
歳入決算 63億8547万円
歳出決算 56億7648万円

算決歳入 算決歳入決算 366 円円円万万億億 77445588 44 円円円円88億
算決歳出 算決歳出決算 6656 円円円万万億億 8844667764844 円円円円88億

歳入決算 63億8547万円
歳出決算 56億7648万円
歳入決算 63億8547万円
歳出決算 56億7648万円

前年度比 ６億9117万円

前年度比 ２億8545万円

円7万円7万円億9億91前年度比前年度比 1111６年度比 ６ 円

円億8545万円億8545万円前年度比前年度比 ２年度比 ２億8 円

前年度比 ６億9117万円

前年度比 ２億8545万円

前年度比 ６億9117万円

前年度比 ２億8545万円

財源の構成は

財源の構成は

町税収入の内訳は

増

増

町税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金

諸収入

合　計

地方譲与税

地方特例交付金

地方交付税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車税環境性割交付金

法人事業税交付金

交通安全対策特別交付金

国庫支出金

県支出金

町債

合　計

１７億９６３５

２９３６

９８５

１０１３

８５６８

４億６１５９

３億　２６７

３億３２８４

３０億２８４６

６７４３

１６３８

１５億５７８９

４９

４９２

３９０

２億　３６３

７０１

５２７０

９３

６億９０４１

３億２８８９

４億２２４３

３３億５７０１

財政調整基金

減債基金

ふるさと水と土の保全基金

土地開発基金

まちづくり基金

社会福祉基金

公共施設維持管理基金

合　計

介護保険給付準備基金

育英基金

多賀財産区管理会基金

大滝財産区管理会基金

びわこ東部団地緑地基金

合　計

１２億３４５６

６０４０

３２００

４３１９

８５６８

５７５９

１億　４４３

１６億１７８４

９０４５

３７４８

３０７

１１５９

３億３０５０

４億７３１０

住民税

　（個人）

　（法人）

固定資産税

軽自動車税

たばこ税

鉱産税

合　計

６億３５５２

３億３７５６

２億９７７６

１０億６６９０

３３３６

５９３０

１４８

１７億９６３５

（以下　単位 ： 万円）

自
　

主
　

財
　

源

47
％

依
　

存
　

財
　

源

５３
％

一
　

般
　

会
　

計

特
　

別
　

会
　

計

基金の残高は

公共事業等債

防災・減災・国土強靭化・

　緊急対策事業

災害復旧事業債

教育・福祉施設等整備事業債

一般単独事業債

その他の地方債

合　　計

９億９１４９

１億１３５０

２５９４

６億８４５２

８億 ３０７

２５億　３８６

５１億２２３８

実質収支　▶▶▶
（歳入－歳出－繰越財源）

７億　８９９万円
 （翌年度に繰り越されます）

４議会広報 たが　２０２３年11月５ 議会広報 たが　２０２３年11月

歳出決算額（目的別）歳出決算額（目的別）歳出決算額（目的別）
ははは ににに事業規模はコロナ前に回復傾向事業規模はコロナ前に回復傾向事業規模はコロナ前に回復傾向

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

▲８０

１億２５００

８９１２

▲１５９９

３２７９

▲５９８

６８３７

６億５８６９

１７億６１３０

４億４５７５

３億１４０７

３６７５

項　目 金　額 増　減

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費　

諸支出金

２億 ７１７

▲８３５

６６１７

▲３９２

▲１３４６

▲１億８６２９

７億２１４１

１億７５２０

７億５０２７

１２６

５億　１４８

２億４１９３

合　計 ５６億７６４８

項　目 金　額 増　減

単位:万円

次ページに続く

ふるさと納税事業

特別定額給付費　　　　　　　　　　　　

庁舎１階トイレ・エレベーター改修工事

電子入札システム使用料

個性輝くまちづくり活動支援事業補助金

空家除却補助金

物価高騰対策緊急支援補助金

湖東圏域公共交通活性化協議会事業負担金

近江鉄道線活性化再生協議会負担金

地域おこし協力隊報償費・活動費

６町行政情報システム（クラウド）共同利用料

電子申請システム共同利用料

事務用パソコン等備品購入

ＡＩ議事録システム使用料

参議院議員選挙費・滋賀県知事選挙費

総務費

老人福祉費（配食サービス事業、緊急通報

　システム事業／一人暮らし・高齢者対策）

障害者自立支援

（障害福祉サービス、地域生活支援事業)

住民税非課税世帯臨時特別給付

長寿祝い金事業（９５歳２３名、１００歳４名）

人工透析療養者通院交通費助成

軽度・中度知的障害者支援、

　軽自動車・自動車税負担軽減事業

小中学生・重度心身障害者(児)

　３級に福祉医療助成

児童福祉費

（児童手当、出産奨励祝金、育児用品助成）

低所得者子育て世帯生活支援特別給付

（ひとり親世帯)

久徳うぐいすこども園建設・備品購入

小・中学校新入生

　通学カバン・ヘルメット支給

民生費

庁舎 1階トイレ庁舎 1階トイレ庁舎 1階トイレ 新入生通学カバン新入生通学カバン新入生通学カバン



国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
決
算

歳
入
　

９
億
３
９
９
６
万
円

前
年
比 

４
１
０
３
万
円

歳
出
　

８
億
６
１
１
２
万
円

前
年
比 

２
９
６
４
万
円

差
引
残
額
　

７
８
８
４
万
円

被
保
険
者
数
　

１
５
６
４
人

　

世
帯
数
１
０
０
０
世
帯

　

一
人
当
た
り

　
　

  　

44
万
７
０
０
０
円

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別

会
計(
75
歳
以
上
が
加
入
)

歳
入
　

１
億
１
３
５
２
万
円  

   
     

   
     

 

前
年
比
　

 

２
４
４
万
円

歳
出
　

１
億
１
１
９
６
万
円

被
保
険
者
数
　

１
３
３
７
人

医
療
費
総
額

　
　
　

11
億
５
８
２
７
万
円

　

一
人
当
た
り

　
　
　
　

86
万
６
０
０
０
円

７
割
５
割
２
割
軽
減
が
あ
る

４
年
度
認
定
３
件
　

条
例

１
件
　

請
願
１
件
を
審
査

窓
口
負
担

　

１
割
　

１
０
５
１
人

　

２
割
　
　

２
３
１
人

　

３
割
　
　
　

５
５
人

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

歳
入
　

８
億
８
９
７
０
万
円

前
年
比 

２
７
３
６
万
円
　

歳
出
　

８
億
４
２
４
７
万
円

前
年
比 

２
７
８
９
万
円
　

準
備
基
金
残
高

　
　
　
　
　

９
０
４
５
万
円

被
保
険
者
数

　

65
歳
以
上
　

２
４
５
９
人

　

40
歳
か
ら
64
歳

　
　
　
　
　
　

２
１
７
２
人

要
介
護
認
定
者
　

３
７
２
人

　

高
齢
者
率
　

33
・
53
％

・・
多
賀
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
お
よ
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
放
課
後
児
童
支
援
員
は
、

知
事
等
が
行
う
研
修
を
修
了

し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
規
定

・
認
定
資
格
研
修
終
了
予
定

者
の
内
容
変
更

請
願
第
４
号

　

現
行
の
健
康
保
険
証
を
残

す
こ
と
を
求
め
る
請
願

請
願
者

犬
上
生
活
と
健
康
を
守
る
会

　

会
長
　

今
村
恵
美
子

請
願
趣
旨

　

２
０
２
４
年
秋
に
保
険
証

を
廃
止
し
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
に
一
体
化
の
方
針
を
打

ち
出
し
て
い
る
。

　

取
得
は
あ
く
ま
で
任
意
で

あ
り
現
行
の
保
険
証
を
残
し

て
ほ
し
い
「
意
見
書
」
の
提

出
。

　

賛
成
少
数
(
２
)

　
　
　
　
　
　
　
　

不
採
択

総
務
常
任
委
員
会

閉
会
中
の
調
査

閉
会
中
の
調
査
 7
　10

常
任
委
員
会

  9
　 13

　

防
災
無
線
・
子
ど
も
食

堂
・
鹿
児
島
市
立
図
書
館

「
天
文
館
図
書
館
」
の
視
察

研
修
を
し
た
。

・
防
災
無
線

　

平
成
25
年
か
ら
29
年
の
５

年
間
で
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政

無
線
を
７
億
９
４
５
８
万
円

と
自
治
会
で
も
放
送
可
能
と

す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

無
線
シ
ス
テ
ム
、
各
世
帯
へ

の
戸
別
受
信
整
備
に
12
億
６

９
１
７
万
円
、
総
事
業
費
20

億
６
３
７
６
万
円
を
か
け
整

備
(
ア
ン
テ
ナ
１
３
６
本
・

公
共
施
設
宅
内
受
信
機
１
０

１
カ
所
・
個
人
受
信
機
２
２

０
０
０
台
)
年
間
維
持
費
２

３
０
０
万
円
。

活
用
方
法

　

災
害
情
報
・
市
か
ら
の
お

知
ら
せ
・
自
治
会
ご
と
の
放

送
。

課
題

　

デ
ジ
タ
ル
無
線
の
た
め
天

候
事
象
や
台
風
時
の
風
の
影

響
に
よ
り
屋
外
拡
声
器
か
ら

の
放
送
が
聞
こ
え
な
い
と
の

声
が
あ
る
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
が
高
額
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。

・
子
ど
も
食
堂
運
営
体
制

　

４
地
域
で
独
自
で
取
り
組

ん
で
い
る
。
責
任
者
を
中
心

に
地
域
に
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
５
〜
17
名
で
活
動
。

日
置
市
中
央
公
民
館

　

月
一
回
第
４
日
曜
日
弁
当

２
０
０
食
(
高
校
生
ま
で
無

料
・
大
人
３
０
０
円
)

湯
田
地
区
公
民
館

　

毎
月
最
終
日
曜
日
60
食

(
大
学
生
ま
で
無
料
・
大
人

１
０
０
円
)

八
幡
公
民
館

　

毎
月
第
３
土
曜
日
50
食

(
子
ど
も
無
料
・
大
人
２
０

０
円
)

吹
上
中
央
公
民
館

　

毎
月
第
２
土
曜
日
１
０
０

食
(
高
校
生
ま
で
無
料
・
大

人
３
０
０
円
)

・
天
文
館
図
書
館

　

鹿
児
島
市
繁
華
街
に
面
し

た
複
合
施
設
４
・
５
階
フ
ロ

ア
に
４
年
４
月
に
開
館
。

　

フ
ロ
ア
内
は
「
そ
だ
つ
・

く
ら
す
・
は
た
ら
く
・
う
み

だ
す
」
と
テ
ー
マ
分
け
さ
れ

そ
だ
つ
広
場
に
は
広
い
フ
ロ

ア
に
ベ
ビ
ー
カ
ー
置
き
場
や

子
供
が
遊
べ
る
ス
ぺ
ー
ス
や

ス
テ
ー
ジ
観
客
席
も
あ
る
会

場
。

　

利
用
者
カ
ー
ド
の
デ
ジ
タ

ル
化
、
読
書
ス
ぺ
ー
ス
に
は

予
約
席
も
あ
る
。

　

利
用
者
数
は
１
日
１
０
０

０
人
か
ら
１
５
０
０
人
。

　

休
日
は
２
０
０
０
人
か
ら

２
５
０
０
人

兄
弟
都
市
で
あ
る
鹿
児
島

県
日
置
市
の
表
敬
訪
問
と

政
務
調
査
を
兼
ね
実
施
し

た

増 増 増

増増

６議会広報 たが　２０２３年11月７ 議会広報 たが　２０２３年11月

農林水産業費

農村まるごと保全事業（地域ぐるみ共同活動）

中山間地域等直接支払い支援

中山間地域農業従事者補助金

農業機械購入費補助金（担い手、営農組合等）

農業物価高騰緩和対策支援（肥料・燃油）

芹川承水路改修工事（最終年）

農業集落排水事業繰出

鳥獣害防止対策費

（家庭菜園等獣害防護ネット購入費補助）

有害鳥獣駆除委託

放置林防止対策境界明確化事業

林道維持補修事業

里山防災整備事業

多賀産木材活用活性化事業

教育費

ＩＣＴの活用事業

外国語指導業務

多賀小学校北校舎トイレ改修

土曜講座「サタスタ」開講

大滝小学校自動火災報知設備更新

青少年育成事業

社会教育推進事業

人権教育推進事業

滝の宮スポーツ公園

　プールサイドシートの張替修繕

衛生費

妊娠出産支援事業

特定不妊治療費助成

ふれあいの郷空調設備更新

資源回収活動推進事業

商工費

住宅リフォーム促進事業補助金

観光名所ライトアップ事業

消防費

彦根市消防事務委託費

非常備消防費

（多賀町消防団５６名、各字自警団３２団体、

　婦人消防隊３団体　計約５００名）

消防資機材整備補助

災害備蓄品整備費

（パンの缶詰、アルファ米、飲料水、

　液体ミルク、生理用品等の備蓄）

土木費

道路橋梁費

通学路の安全対策事業

除雪対策事業

多賀スマートインター下り線周辺町道整備

「（仮称）結いの森公園」整備

急傾斜地崩壊対策事業（久徳、萱原）

地籍整備事業（多賀、梨ノ木）

マイナンバーPRキャラクター
マイナーちゃん

里山防災整備事業（川相）里山防災整備事業（川相）里山防災整備事業（川相）

土曜講座 「サタスタ」土曜講座 「サタスタ」土曜講座 「サタスタ」

決
算
特
別
委
員
会



子
ど
も
議
会

８議会広報 たが　２０２３年11月９ 議会広報 たが　２０２３年11月

99月子ども議会

 

　
　

町
づ
く
り
を
問
う

子
ど
も
議
員 

　
　

町
づ
く
り
を
問
う

が
質
問

人
が
質
問

1111◎多賀町をこんな町にしたいという構想は

■ 宮下 陽菜さん（多賀中１年）
みやした ひ　な

◎スピードを出す車に対する安全について

■ 棚池 流風さん（大滝小６年）
たないけ る　ふ

◎高れい者の住みよいまちづくりについて

■ 富永 友晴さん（大滝小６年）
とみなが ゆうせい

◎大雨や大雪時の対策について

■ 藤木 　凪さん（多賀小６年）
ふじき なぎ

◎タブレットの使い方について

■ 清水 敬仁さん（多賀小６年）
しみず けいと

◎多賀町の人口減少の対策について

■ 麻生 麗杏さん（多賀中２年）
あそう れ　あ

◎多賀中学校の給食について

■ 城貝 ゆめ乃さん（多賀中３年）
しろがい の

◎自然環境を大切にする取組について

■ 教野 実桜さん（多賀中３年）
きょうの み　お

◎多賀町の英語教育について

■ 夏原 優衣さん（近江兄弟社中１年）
なつはら ゆ　い

◎多賀町を多くの人に知ってもらうための

　取組について

■ 小林 祈里さん（多賀中１年）
こばやし いのり

◎観光名所を多くの人に知ってもらう工夫

　について

■ 田中 桜奈さん（多賀中２年）
たなか さ　な

大谷第１配水池大谷第１配水池大谷第１配水池

除草作業除草作業除草作業

　

事
業
は
基
金
を
活
用
し
、

団
地
の
街
路
灯
や
草
刈
り
・

樹
木
剪
定
の
維
持
管
理
を
行

っ
て
お
り
、
今
後
も
適
切
な

る
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

　

４
年
度
末
基
金
残
高
　
　

　
　
　

３
億
３
０
５
０
万
円

４
年
度  

特
別
会
計
事
業

の
決
算
２
件
、
水
道
事
業

会
計
の
決
算
１
件
、
下
水

道
事
業
会
計
の
決
算
１
件

審
査

　

歳
出
決
算
額
は
６
６
６
２

万
円
で
前
年
度
と
比
較
し
て

１
１
４
７
万
円
増
加
。

　

４
集
落
で
の
施
設
が
整
備

さ
れ
、
今
後
は
維
持
管
理
、

接
続
啓
発
が
主
な
取
り
組
み

と
な
る
。

　

４
年
度
末
地
方
債
残
高
　

　
　
　

３
億
１
１
５
５
万
円

　

給
水
戸
数
３
１
６
５
戸
、

給
水
人
口
７
４
１
１
人

　

３
年
度
か
ら
の
増
減
は
給

水
戸
数
が
17
戸
、
給
水
人
口

で
は
75
名
の
減
少
。

経
理
状
況

　

水
道
事
業
収
益

　
　
　
　

４
億
５
８
４
万
円

前
年
比 

１
７
９
５
万
円

事
業
費
用

　
　
　

３
億
３
１
４
７
万
円

　
　
　

 

２
２
７
６
万
円

企
業
債
概
況

　

４
年
度
、
１
億
１
４
２
０

万
円
を
償
還
、
新
た
に
３
０

０
０
万
円
を
借
り
入
れ
た
。

　

４
年
度
末
残
高

　
　
　

26
億
１
４
２
８
万
円

　

事
業
収
益
は
４
億
５
３
０

万
円
で
前
年
度
、
１
４
５
２

万
円
増
、
収
益
的
支
出
の
下

水
道
事
業
費
用
は
３
億
９
２

１
９
万
円
。

前
年
比
　

 

９
７
４
万
円

企
業
債
償
還
金

　

２
億
３
０
０
７
万
円
を
償

還
。

　

４
年
度
末
残
高

　
　
　

21
億
５
８
４
２
万
円

産
業
建
設
常
任
委
員
会

閉
会
中
の
調
査

閉
会
中
の
調
査
 7
　10

  9
　 14

　

一
般
廃
棄
物
と
生
ご
み
の

処
理
に
つ
い
て

　
　

家
庭
ご
み
の
減
量
化

　

 

市
民
が
ご
み
を
出
す
こ

と
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
慮
し
て
い
る
。

　

生
ご
み
回
収
事
業
は
い
つ

で
も
出
せ
る
、
出
し
方
が
簡

単
で
あ
る
な
ど
、
ス
ト
レ
ス

フ
リ
ー
な
ご
み
出
し
が
結
果

と
し
て
ご
み
減
量
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　
　

リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

　

 
現
在
は
不
要
に
な
っ
た

洋
服
な
ど
の
リ
ユ
ー
ス
事
業

に
着
手
し
、
市
役
所
の
窓
口

な
ど
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
。
焼
却
す
る
ご
み
の
更
な

る
削
減
と
二
酸
化
炭
素
排
出

抑
制
を
図
る
。

　

今
後
は
使
用
済
み
紙
お
む

つ
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組

み
た
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
　

生
ご
み
回
収
事
業
は

　

 

環
境
と
福
祉
で
市
民
に

説
明
し
て
、
高
齢
者
等
の
支

援
に
つ
な
が
る
低
予
算
、
低

コ
ス
ト
で
双
方
が
負
担
の
少

な
い
事
業
が
出
来
な
い
か
と

の
発
想
で
開
始
し
た
。

　

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
に
取

り
組
む
世
帯
数
は
、
４
年
度

１
万
４
３
１
９
世
帯
。

　

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
取
り

組
み
世
帯
数
が
増
え
、
可
燃

ご
み
の
搬
出
量
が
ピ
ー
ク
時

よ
り
、
年
間
２
４
０
０
ト
ン

の
削
減
効
果
が
あ
っ
た
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
の
流
れ
は
、

各
家
庭
に
バ
ケ
ツ
と
水
切
用

の
三
角
コ
ー
ナ
ー
を
配
布
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
８
０
０

カ
所
に
生
ご
み
回
収
用
の
た

る
を
設
置
し
た
。
　

　

各
家
庭
で
は
、
24
時
間
い

つ
で
も
利
用
で
き
る
こ
と
か

ら
、
家
庭
内
で
生
ご
み
を
保

管
し
な
く
て
も
よ
い
。

　

生
ご
み
回
収
事
業
の
効
果

と
し
て
、
燃
や
せ
る
ご
み
の

量
が
半
分
以
下
と
な
り
、
ご

み
袋
の
使
用
量
が
減
っ
た
。

　

４
年
度
末
で
、
６
５
３
４

ト
ン
削
減
し
た
と
の
説
明
を

受
け
た
。

　

生
ご
み
処
理
場
、
た
い
肥

化
施
設
の
現
地
視
察
。
工
場

で
た
い
肥
化
し
、
有
機
肥
料

と
し
て
１
袋
10
㎏
３
０
０
円

で
販
売
さ
れ
る
。
　
　

　

獣
害
対
策
、
使
用
済
み
天

ぷ
ら
油
(
廃
食
油
)
の
回
収

を
質
疑
し
た
。

　

太
陽
光
発
電
の
パ
ネ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
工
場
や
お
試
し
住

宅
等
の
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

兄
弟
都
市
で
あ
る
鹿
児
島

県
日
置
市
の
表
敬
訪
問
と

政
務
調
査
を
兼
ね
実
施
し

た

び
わ
湖
東
部
中
核
工
業

団
地
公
共
緑
地
維
持
管
理

特
別
会
計
決
算
の
認
定

水
道
事
業
会
計
の
利
益
の

処
分
お
よ
び
４
年
度
決
算

の
認
定

農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
決
算
の
認
定

４
年
度
下
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定

増

増

増

たい肥化施設たい肥化施設たい肥化施設

常
任
委
員
会



子
ど
も
議
会

子
ど
も
議
会

　
　

私
は
、
多
賀
町
が
「
挨

拶
と
笑
顔
で
あ
ふ
れ
る
町
」

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

毎
朝
登
校
時
、
小
学
生
登

校
班
と
す
れ
違
う
。「
お
は

よ
う
。
元
気
？
」
と
挨
拶
し

た
い
が
、
周
り
を
見
て
も
同

じ
よ
う
に
挨
拶
し
て
く
れ
る

人
が
あ
ま
り
い
な
い
の
で
、

気
が
引
け
て
会
釈
し
か
で
き

な
い
。

　

挨
拶
を
い
ろ
ん
な
人
と
す

る
の
は
、
防
犯
効
果
も
あ
る

と
聞
い
た
の
で
積
極
的
に
や

り
た
い
。

　

多
賀
町
を
ど
ん
な
町
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
ら

れ
る
の
か
。

町
長

　
　

豊
か
な
自
然
と
歴
史
文

化
を
活
か
し
た
ま
ち
、
こ
ど

も
子
育
て
・
教
育
熱
心
の
ま

ち
、
高
齢
者
に
も
優
し
い
ま

ち
、
働
く
場
・
定
住
の
あ
る

ま
ち
、
企
業
誘
致
・
通
勤
圏

の
拡
大
、
住
ん
で
い
て
安
心

で
便
利
な
ま
ち
、
こ
れ
か
ら

も
住
ん
で
も
ら
い
た
い
と
言

え
る
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
す
る
、
こ
の
よ
う
な
町

に
す
る
に
は
い
ず
れ
も
挨
拶

が
基
本
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
、

み
ん
な
が
挨
拶
で
き
る
町
を

心
掛
け
る
。

多賀中１年

宮下 陽彩さん

みやした ひ　 な

 　

放
課
後
学
校
に
行
っ
た

と
き
、
県
道
を
多
く
の
車
が

速
い
ス
ピ
ー
ド
で
通
過
し
て

い
て
怖
い
思
い
を
し
た
。

　

大
滝
小
学
校
の
前
の
道
路

は
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
で
傾
斜

の
あ
る
道
路
に
な
っ
て
い
る
。

下
り
の
車
は
自
然
と
ス
ピ
ー

ド
が
上
が
り
、
上
り
は
加
速

す
る
こ
と
か
ら
ス
ピ
ー
ド
の

出
や
す
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
大
き
な
事
故
は
な
い
が

今
後
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
対

策
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

減
速
帯
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
振
動
で
ス
ピ
ー
ド
に
対

す
る
注
意
と
意
識
づ
け
が
期

待
で
き
、
そ
の
他
県
外
か
ら

の
人
に
学
校
を
知
ら
せ
る
看

板
の
設
置
な
ど
効
果
が
あ
る

と
思
う
。
安
全
に
過
ご
せ
る

よ
う
な
方
法
に
つ
い
て
。

地
域
整
備
課
長

　
　

車
体
が
揺
れ
る
ほ
ど
の

減
速
帯
は
路
面
の
段
差
・
除

雪
時
の
雪
が
残
り
路
面
凍

結
・
通
過
時
の
騒
音
な
ど
の

課
題
が
あ
る
。

　

道
路
が
狭
く
見
え
た
り
、

道
路
上
に
障
害
物
が
あ
る
と

錯
覚
を
促
す
方
法
も
あ
る
。

　

生
徒
の
顔
が
浮
か
ぶ
よ
う

な
看
板
の
設
置
を
検
討
。

大滝小６年

棚池 流風さん

たないけ る ふ

　
　

多
賀
町
を
他
県
の
人
な

ど
い
ろ
ん
な
人
に
知
っ
て
ほ

し
い
。
以
前
友
達
に
「
多
賀

町
っ
て
知
っ
て
い
る
？
」
と

聞
く
と
「
ど
こ
そ
こ
、
知
ら

な
い
」
と
言
わ
れ
多
賀
に
住

ん
で
い
る
私
に
と
っ
て
と
て

も
悲
し
か
っ
た
出
来
事
で
す
。

　

多
賀
町
に
は
、
多
賀
大
社

や
糸
切
り
餅
、
ア
ケ
ボ
ノ
ゾ

ウ
な
ど
ほ
か
の
町
に
は
な
い

す
ば
ら
し
い
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
る
。
も
っ
と
主
張
し
て

い
っ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
す

る
こ
と
で
い
ろ
ん
な
人
に
知

っ
て
も
ら
え
る
と
思
う
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
考
え

て
い
る
こ
と
、
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
。

企
画
課
長

　
　

広
報
た
が
の
ホ
ー
ム
ぺ

ー
ジ
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
が

あ
る
。

　

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
町
内
、
県
外
の
方
に
時
代

に
応
じ
た
情
報
発
信
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
活
用
が
不
可
欠
と
考
え

る
。
町
内
に
は
独
自
に
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
情
報
発
信
さ
れ

て
い
る
。
行
政
も
一
緒
に
発

信
し
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り

を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

多
賀
町
で
過
ご
し
感
じ
ら

れ
た
こ
と
を
多
賀
町
の
魅
力

を
多
く
の
方
に
伝
え
て
い
た

だ
く
こ
と
。

多賀中１年

小林 祈里さん

こば やし いのり

　
　

多
賀
町
は
自
然
に
恵
ま

れ
自
然
に
適
し
た
ス
ポ
ッ
ト

が
あ
る
。

　

河
内
の
風
穴
は
、
夏
場
に

は
大
勢
の
人
が
集
ま
り
賑
わ

っ
て
い
る
。

　

他
に
多
賀
大
社
が
あ
り
、

年
末
年
始
に
は
町
外
か
ら
多

く
の
人
が
訪
れ
る
。
こ
れ
ら

の
観
光
名
所
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

多
賀
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

た
が
ゆ
い
ち
ゃ
ん
を
飛
び
出

し
坊
や
に
代
え
る
な
ど
有
効

に
使
っ
て
み
て
は
。

産
業
環
境
課
長

　
　

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

い
ろ
い
ろ
な
団
体
と
協
力
し
、

情
報
誌
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活

用
し
、
情
報
発
信
や
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
―
の
た
が

ゆ
い
ち
ゃ
ん
に
も
協
力
し
て

も
ら
い
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン

ト
参
加
な
ど
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。

　

飛
び
出
し
坊
や
に
つ
い
て

は
過
去
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
飛
び
出
し
坊
や
と

た
が
ゆ
い
ち
ゃ
ん
が
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、

注
目
し
て
も
ら
え
れ
ば
も
っ

と
多
賀
町
に
来
て
も
ら
え
る

か
も
し
れ
な
い
。
多
く
の
方

に
訪
れ
て
い
た
だ
く
よ
う
努

め
る
。

多賀中２年

田中 桜奈さん

たなか さ　な

　
　

大
滝
地
区
に
は
、
多
く

の
高
れ
い
者
が
住
ん
で
い
る

が
、
日
常
生
活
の
移
動
で
不

便
を
感
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
安
心

し
て
生
活
で
き
る
お
手
伝
い

や
見
守
り
の
方
法
に
つ
い
て

問
う
。

福
祉
保
健
課
長

　
　

多
賀
町
に
お
い
て
は
、

愛
の
り
タ
ク
シ
ー
の
仕
組
み

が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
い
ろ

い
ろ
な
制
約
が
あ
り
、
利
用

し
づ
ら
い
。

　

大
滝
地
区
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
で
移
送
サ
ー
ビ
ス
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
お
互
い
を

助
け
合
う
互
助
交
通
や
移
送

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
調
べ
、

も
っ
と
利
用
し
や
す
い
愛
の

り
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
工
夫

し
て
い
く
。

　

安
心
し
て
生
活
で
き
る
お

手
伝
い
と
し
て
、
お
し
ゃ
べ

り
会
や
各
種
体
操
教
室
を
開

催
し
て
い
る
。

　

各
制
度
を
活
用
し
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て

い
る
。

　

多
賀
町
で
は
「
み
ん
な
の

絆
で
　

誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
　

温
も
り
の
あ
る
福

祉
の
ま
ち
」
を
目
指
し
、
町
、

地
域
、
事
業
所
、
学
校
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
の
で
、
皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

大滝小６年

富永 友晴さん

とみ なが ゆう せい

　
　

大
雨
の
と
き
は
、
通
学

路
沿
い
の
用
水
路
の
流
れ
が

速
く
、
水
が
あ
ふ
れ
そ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
雪
の
と
き
は
、

用
水
路
と
道
路
の
境
目
が
よ

く
見
え
な
い
。
用
水
路
の
溝

蓋
や
道
路
と
の
境
目
が
分
か

る
よ
う
な
工
夫
が
な
い
か
。

　

町
と
し
て
悪
天
候
時
の
対

策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
問
う
。

地
域
整
備
課
長

　
　

毎
年
役
場
に
お
い
て
、

関
係
部
署
と
小
学
校
関
係
者
、

警
察
、
県
の
道
路
関
係
職
員
、

通
学
路
交
通
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

等
で
構
成
す
る
多
賀
町
通
学

路
安
全
推
進
会
で
危
険
箇
所

の
確
認
や
点
検
作
業
を
行
っ

て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
お
い

て
も
、
通
学
路
で
通
学
し
て

い
る
み
ん
な
で
話
し
合
い
、

危
険
を
感
じ
る
箇
所
等
を
先

生
に
伝
え
、
多
賀
町
通
学
路

安
全
推
進
会
議
の
検
討
課
題

と
し
て
い
く
。

　

道
路
や
水
路
を
管
理
す
る

役
場
と
し
て
も
、
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
で
危
険
な
箇
所
の
発

見
や
対
策
を
進
め
、
事
故
や

災
害
を
防
げ
る
よ
う
努
め
て

い
く
。

多賀小６年

藤木　凪さん

ふじき なぎ

　
　

近
江
兄
弟
社
中
学
校
で

は
、
英
語
に
力
を
入
れ
た
授

業
が
さ
れ
て
い
る
。
先
生
が

一
方
的
に
話
す
の
で
は
な
く
、

ス
ク
リ
ー
ン
に
問
題
が
映
し

出
さ
れ
、
i
Ｐ
ａ
ｄ
で
答
え

る
。
毎
月
１
週
間
は
、
職
員

室
で
の
会
話
は
英
語
し
か
使

え
ま
せ
ん
。
私
は
年
長
の
頃

か
ら
英
語
を
習
っ
て
お
り
、

慣
れ
親
し
む
こ
と
が
必
要
と

思
い
ま
す
。

　

多
賀
町
に
お
い
て
も
、
保

育
園
や
こ
ど
も
園
の
頃
か
ら

取
り
組
む
こ
と
は
で
き
な
い

か
問
う
。

学
校
教
育
課
長

　
　

授
業
に
お
い
て
英
語
へ

の
興
味
や
関
心
を
高
め
る
工

夫
や
積
極
的
に
英
語
を
使
う

場
面
の
設
定
は
大
切
で
あ
る
。

町
内
の
小
学
校
の
授
業
で
は
、

自
分
の
お
気
に
入
り
の
国
の

食
べ
物
や
名
所
な
ど
を
調
べ
、

紹
介
し
た
い
内
容
を
英
語
で

話
し
た
り
書
い
た
り
す
る
場

面
が
あ
っ
た
。
中
学
校
で
は
、

授
業
の
初
め
に
英
語
の
ス
ピ

ー
チ
活
動
を
し
た
り
、
話
す

機
会
を
意
図
的
に
設
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
ど
も
園
や
保
育

園
で
も
月
１
回
程
度
英
語
の

歌
を
歌
っ
た
り
、
英
語
カ
ー

ド
で
遊
ん
だ
り
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
段
階
に
応

じ
、
積
極
的
に
英
語
を
話
し

た
り
す
る
活
動
に
取
り
組
む
。

近江兄弟社中１年

夏原 優衣さん

なつはら ゆ　 い

　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て

の
授
業
が
始
ま
っ
て
３
年
た

つ
。
便
利
な
機
能
が
多
く
あ

り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
ド
リ
ル

や
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
、
夏

休
み
・
冬
休
み
の
ワ
ー
ク
を

取
り
入
れ
る
こ
と
は
出
来
な

い
か
問
う
。

教
育
長

　
　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
国
に
お
い

て
そ
の
活
用
の
効
果
や
課
題

を
明
ら
か
に
す
る
取
り
組
み

が
さ
れ
て
い
る
。

　

多
賀
町
で
も
、
英
語
の
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
に
つ
い
て
取

り
組
み
に
参
加
し
て
お
り
、

そ
の
効
果
を
探
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

一
方
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
や

ノ
ー
ト
に
直
接
書
き
込
む
こ

と
に
よ
り
記
憶
に
残
り
や
す

く
、
よ
り
深
い
理
解
に
つ
な

が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ワ
ー
ク
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
へ

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
先
生

方
と
相
談
し
て
い
き
た
い
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
効
果
的
に

活
用
す
る
学
習
と
、
文
字
を

手
で
書
き
、
本
で
調
べ
、
友

達
と
対
話
す
る
学
習
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
。

多賀小６年

清水 敬仁さん

しみず けいと

多
賀
町
を
こ
ん
な
町
に

し
た
い
と
い
う
構
想
は

ス
ピ
ー
ド
を
出
す
車
に

対
す
る
安
全
に
つ
い
て

多
賀
町
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

取
組
に
つ
い
て

観
光
名
所
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
う

工
夫
に
つ
い
て

高
れ
い
者
の
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

大
雨
や
大
雪
の

対
策
に
つ
い
て

多
賀
町
の
英
語
教
育

に
つ
い
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
の

使
い
方
に
つ
い
て
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町
政
を
問
う

9月定例会

を
問
う

町
政
を
問
う

質 問 事 項 ページ

一般質一般質問って?一般質問って?

議
員
の
日
常
活
動
と

議
員
の
日
常
活
動
と

調
査
・
研
究
・
住
民

調
査
・
研
究
・
住
民

の
声
や
自
身
の
考
え

の
声
や
自
身
の
考
え

方
を
も
と
に
、
町
長

方
を
も
と
に
、
町
長

や
教
育
長
な
ど
の
方

や
教
育
長
な
ど
の
方

針
を
問
う
も
の
で
す
。

針
を
問
う
も
の
で
す
。

是
非
、
傍
聴
に
お
越

是
非
、
傍
聴
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

し
く
だ
さ
い
。

■ 神細工 宗宏
かみ ざい く　　むね ひろ

（注）〇印の内容は掲載しておりません。

８８
人
が
一
般
質
問

人
が
一
般
質
問

人
が
一
般
質
問 子

ど
も
議
会

◎多賀大社前駅の利用者拡大に向けた

　施策と目標は

◎林道整備について

○犬上ダム緊急放流について

◎財政一般について

○仮称結いの森公園の進捗状況について

◎農業者に対する支援について

◎壮年層の一人暮らしの方への対応について

○自転車乗車者へのヘルメット購入補助について

◎彦根市・犬上郡営林組合への本町の対応は

○取得資格の諸手当は

◎介護保険について

○子ども医療費助成を高校卒業（１８歳）まで

　無料化実施を再度求めることについて

○可燃ごみの減量化について

◎町長改選への立候補の意思は

■ 近藤　 勇
こん どう　　    いさむ

■ 竹内　 薫
たけ うち　　    かおる

■ 山口 久男
やま ぐち　ひさ　お

■ 木下 茂樹
きのした　 しげ　き

■ 川添 武史
かわ ぞえ     たけ し

■ 清水 登久子
し　みず　　と　く　 こ

■ 大橋 富造
おお  はし      とみ ぞう
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大
滝
の
自
然
豊
か
な
環

境
が
大
好
き
で
す
が
、
日
頃

か
ら
小
さ
な
ご
み
が
落
ち
て

い
る
。
夏
頃
に
は
、
特
に
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
の
後
ご
み
を
置

い
て
い
っ
た
り
、
川
へ
捨
て

た
り
す
る
人
が
い
ま
す
。
け

が
を
し
た
り
、
生
き
物
へ
の

影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
う

い
っ
た
こ
と
を
事
前
に
防
ぐ

対
策
に
つ
い
て
問
う
。

産
業
環
境
課
長

　
　

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不

法
投
棄
は
町
内
各
地
で
よ
く

見
ら
れ
る
。
川
、
道
路
、
田

ん
ぼ
、
山
林
等
さ
ま
ざ
ま
な

箇
所
へ
さ
れ
て
い
る
。

　

多
賀
町
で
は
、
看
板
や
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ
る
啓

発
や
不
法
投
棄
対
策
の
ク
リ

ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
を
週
２
回

実
施
し
て
い
る
。

　

年
２
回
、
ご
み
ゼ
ロ
活
動

な
ら
び
に
清
掃
活
動
を
各
集

落
、
企
業
、
事
業
所
、
各
種

団
体
の
お
手
伝
い
で
町
内
の

美
化
に
努
め
て
い
る
。

　

定
期
的
な
見
回
り
や
不
法

投
棄
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り

が
大
事
だ
と
考
え
、
引
き
続

き
美
化
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

　

声
か
け
も
大
き
な
効
果
が

あ
る
と
思
う
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
す
る
。

多賀中３年

教野 実桜さん

きょうの み　 お

 　

平
成
２
年
の
９
２
９
５

人
か
ら
25
年
度
１
６
２
６
人

が
減
少
し
て
い
る
。

　

人
口
が
増
え
、
賑
わ
い
の

あ
る
多
賀
町
に
す
る
た
め
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
問
う
。

副
町
長

　
　

平
成
26
年
５
月
に
は
、

全
国
の
市
町
村
で
少
子
化
、

人
口
流
出
に
歯
止
め
が
か
か

ら
ず
、
２
０
４
０
年
ま
で
に

消
滅
す
る
町
に
多
賀
町
が
該

当
し
た
。
消
滅
自
治
体
と
い

う
危
機
感
か
ら
、
町
を
維
持
、

存
続
す
る
方
策
と
し
て
、
高

齢
者
に
は
健
康
づ
く
り
や
介

護
予
防
、
若
い
世
代
に
は
、

住
み
続
け
る
、
移
り
住
ん
で

い
た
だ
く
た
め
の
子
育
て
支

援
等
の
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

　

若
者
世
代
に
は
、
住
宅
新

築
時
の
固
定
資
産
税
の
減
免
、

出
産
時
の
祝
い
金
、
紙
お
む

つ
や
粉
ミ
ル
ク
の
補
助
、
通

学
用
バ
ッ
ク
の
提
供
や
中
学

生
ま
で
の
医
療
費
の
無
償
化
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充
、

こ
ど
も
園
の
建
設
な
ど
子
育

て
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
き

た
。

 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
常
に
考
え
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

多賀中２年

麻生 麗杏さん

あそう れ あ

　
　

学
校
の
委
員
会
活
動
で
、

「
食
品
ロ
ス
に
つ
い
て
考
え

る
」
週
間
が
あ
り
、
残
食
を

減
ら
す
努
力
を
し
て
き
た
が
、

大
滝
・
多
賀
小
学
校
の
自
校

給
食
の
お
い
し
さ
が
忘
れ
ら

れ
な
い
。
自
校
給
食
に
な
れ

ば
、
地
域
の
雇
用
の
拡
大
、

地
域
経
済
へ
大
き
な
効
果
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
自
校
給

食
を
検
討
で
き
な
い
か
問
う
。

教
育
総
務
課
長

　
　

自
校
給
食
と
の
違
い
は
、

全
て
の
工
程
を
中
学
校
で
行

う
の
で
は
な
く
、
多
く
の
工

程
を
事
業
所
内
で
行
い
、
中

学
校
で
は
、
温
め
直
し
や
配

膳
、
ご
飯
を
炊
く
等
を
行
っ

て
い
る
。

　

お
い
し
い
給
食
の
提
供
の

た
め
、
給
食
献
立
委
員
会
を

毎
月
開
催
し
、
地
域
の
食
材

を
出
来
る
限
り
利
用
す
る
よ

う
に
努
め
、
ご
飯
は
多
賀
町

で
生
産
さ
れ
た
美
味
し
い
お

米
を
中
学
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー

ム
で
炊
い
て
い
る
。

　

中
学
校
の
給
食
は
、
当
初

の
目
的
か
ら
も
現
在
の
方
式

を
維
持
し
て
い
く
が
、
自
校

給
食
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
学

校
、
事
業
所
、
教
育
委
員
会

が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

多賀中３年

城貝ゆめ乃さん

しろ がい の

　

子
ど
も
議
会
11
名
の
皆
さ

ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

子
ど
も
議
会
の
開
催
に
あ

た
り
、
準
備
、
指
導
等
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者

の
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

多
賀
町
の
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
町
の
将
来
に
つ

い
て
考
え
、
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
つ
い
て
、
町
長

を
は
じ
め
行
政
の
方
々
に
、

疑
問
や
提
案
し
た
り
す
る
よ

う
な
機
会
は
大
変
意
義
深
い

こ
と
で
あ
り
、
今
後
も
継
続

開
催
を
望
む
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
議
会
が
、
町
政
や

議
会
の
仕
組
み
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
良
い
機
会
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
明
日
の

多
賀
町
に
つ
い
て
関
心
を
一

段
と
深
め
、
多
賀
町
発
展
の

た
め
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ

と
を
ご
期
待
し
、
講
評
と
い

た
し
ま
す
。

自
然
環
境
を
大
切
に
す
る

取
組
に
つ
い
て

多
賀
中
学
校
の

給
食
に
つ
い
て

多
賀
町
の
人
口
減
少

対
策
に
つ
い
て

講
評

松
居
議
会
議
長
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昨
年
12
月
議
会
で
も
質
問

の
答
弁
で
、「
山
の
作
業
に

合
わ
せ
て
林
道
の
整
備
を
行

っ
て
い
く
」
と
い
う
回
答
で

し
た
。
大
滝
山
林
組
合
、
森

林
組
合
、
営
林
組
合
と
の
今

年
の
作
業
予
定
の
確
認
は
さ

れ
て
、
使
用
林
道
の
多
賀
町

管
理
林
道
は
言
う
に
及
ば
ず
、

他
の
組
合
管
理
林
道
に
も
一

定
の
補
助
を
出
す
関
係
で
、

各
組
合
の
今
年
の
作
業
予
定

等
を
質
問
す
る
。

　
　

①
　

林
道
の
点
検
は
雪

解
け
の
後
、
大
雨
・
台
風
の

後
に
行
う
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
今
年
の
点
検
結
果
は

②
　

各
組
合
の
作
業
予
定
箇

所
は

③
　

使
用
す
る
主
要
林
道
は

産
業
環
境
課
長

　
　

①
　

雪
解
け
後
の
点
検

で
は
大
き
な
異
常
は
な
か
っ

た
が
、
台
風
７
号
(
８
／
14

〜
８
／
15
)
の
後
の
点
検
で

は
、
権
現
谷
線
に
お
い
て
崩

落
や
土
砂
の
流
出
が
数
カ
所

あ
っ
た
。

　

他
の
管
理
林
道
で
は
、
大

き
な
異
常
は
な
い
。

②
　

大
滝
山
林
組
合
は
、
佐

目
の
細
原
で
皆
伐
・
再
造

林
・
搬
出
間
伐
、
富
之
尾
の

大
谷
で
搬
出
間
伐
、
萱
原
の

上
山
で
切
捨
間
伐
、
藤
瀬
の

寺
街
道
と
佐
目
の
大
見
放
で

切
捨
間
伐
・
枝
打
を
実
施
。

　

森
林
組
合
は
、
入
谷
・
萱

原
の
桂
谷
・
桃
原
・
栗
栖
で

搬
出
間
伐
、
萱
原
の
一
ノ
渡

瀬
で
皆
伐
・
再
造
林
を
予
定
。

　

営
林
組
合
は
、
杉
の
高
室

で
搬
出
間
伐
を
予
定
。

③
　

大
滝
山
林
組
合
は
、
細

原
線
、
大
谷
線
、
向
野
線
、

西
高
取
線
、
御
池
線
。

　

森
林
組
合
は
、
下
山
線
。

　

営
林
組
合
は
、
高
室
線
、

ア
サ
ハ
ギ
谷
線
、
権
現
谷
線
。

　

転
作
作
物
、
そ
ば
・
人
参

へ
の
種
子
代
等
の
補
助
は
、

他
の
転
作
作
物
と
は
特
化
し
、

町
の
特
産
物
と
位
置
付
け
、

特
産
物
の
作
付
け
拡
大
と
生

産
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

転
作
作
物
の
大
豆
へ
の
種
子

代
等
の
補
助
に
つ
い
て
は
、

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　

今
年
度
は
、
多
賀
そ
ば
部

会
の
そ
ば
用
コ
ン
バ
イ
ン
導

入
に
あ
た
り
、
２
０
０
万
円

の
補
助
を
行
い
、
特
産
物
の

生
産
拡
大
に
向
け
、
更
な
る

支
援
に
取
り
組
む
。

　

離
農
が
進
む
中
で
も
農
地

を
守
り
、
農
業
者
の
生
産
意

欲
の
確
保
と
経
営
安
定
な
ど

を
目
的
と
し
て
、
引
き
続
き

営
農
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

種
子
代
、
箱
苗
代
の
経
費
に

係
る
補
助
で
は
な
く
、
農
業

用
物
価
高
騰
対
策
緊
急
支
援

事
業
と
し
て
支
援
を
検
討
し

て
い
る
。

　

今
後
、
ま
す
ま
す
農
業
者

の
高
齢
化
や
減
少
が
進
む
中

で
、
本
町
の
農
業
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
農
作
物
の
作

付
け
に
係
る
補
助
に
加
え
、

５
年
後
、
10
年
後
を
見
据
え

た
支
援
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

　
　

米
価
の
下
落
・
肥
料
価

格
の
高
騰
・
燃
料
価
格
の
高

騰
等
農
業
者
を
取
り
巻
く
環

境
は
何
一
つ
明
る
い
材
料
は

見
ら
れ
な
い
。

　

３
年
度
に
は
米
価
下
落
と

肥
料
・
燃
料
の
高
騰
に
は
、

国
お
よ
び
県
が
一
体
と
な
り

支
援
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
特
産

物
の
拡
充
拡
大
の
た
め
、
そ

ば
・
人
参
の
種
子
代
の
補
助

が
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
転

作
作
物
で
あ
る
大
豆
の
種
子

代
に
つ
い
て
も
補
助
が
出
来

な
い
か
伺
う
。

産
業
環
境
課
長

　
　

米
価
下
落
・
肥
料
・
燃

料
高
騰
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト

の
上
昇
に
よ
り
多
く
の
農
家

に
ご
苦
労
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

地
方
交
付
税
の
算
定
が
こ

の
時
期
に
算
定
さ
れ
る
。

　

今
年
の
決
定
額
は
地
方
交

付
税
を
増
額
し
、
臨
時
財
政

対
策
債
を
減
額
す
る
と
４
年

12
月
に
発
表
し
て
い
た
。

　

５
年
度
当
初
予
算
特
別
交

付
税
含
め
13
億
７
３
０
０
万

円
と
２
２
０
０
万
円
、
臨
時

財
政
対
策
債
４
０
０
０
万
円

と
６
５
０
０
万
円
減
額
予
算

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
対
策
費
で

は
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
１

億
円
近
く
交
付
さ
れ
て
き
た
。

ま
だ
ま
だ
未
執
行
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　

４
年
11
月
に
２
年
度
分
財

務
指
標
分
析
結
果
が
公
表
さ

れ
た
。
一
般
会
計
分
で
固
定

資
産
・
流
動
資
産
含
め
資
産

合
計
１
７
３
億
７
９
０
０
万

円
固
定
負
債
・
流
動
負
債
含

め
62
億
２
７
９
万
円
、
純
資

産
は
１
１
１
億
７
６
０
０
万

円
で
あ
っ
た
。
１
人
当
た
り

１
５
０
万
円
。

　

庁
舎
、
学
校
は
じ
め
多
く

の
公
共
建
物
が
老
朽
化
し
資

産
価
値
が
な
い
。

　

財
政
的
に
大
丈
夫
か
。

　
　

①
　

普
通
交
付
税
は
今

後
ど
れ
く
ら
い
交
付
さ
れ
る

の
か

②
　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

が
１
億
円
近
く
交
付
さ
れ
て

き
た
。
今
後
ど
れ
く
ら
い
交

付
さ
れ
る
の
か

③
　

２
年
度
純
資
産
は
１
１

１
億
７
６
３
８
万
円
。
３
年

度
、
４
年
度
資
産
が
増
加
し

て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
減
価
償
却
費
は

副
町
長

　
　

①
　

５
年
度
普
通
交
付

税
は
12
億
４
４
８
０
万
円
。

臨
時
財
政
対
策
債
は
３
３
４

１
万
３
０
０
０
円
。

②
　

新
た
に
追
加
交
付
さ
れ

る
情
報
は
入
っ
て
い
な
い
。

③
　

３
年
度
分
は
１
７
５
億

３
１
１
１
万
円
で
、
１
億
５

１
９
４
万
円
増
。

　

減
価
償
却
費
は
６
億
３
４

６
０
万
円
。
４
年
度
分
に
つ

い
て
は
、
年
度
末
に
か
け
取

り
ま
と
め
。

財政一般について
　地域に根差した取り組みを推進

　

近
江
鉄
道
を
利
用
し
沿
線

に
あ
る
私
立
・
公
立
・
専
門

学
校
等
に
通
学
す
る
町
内
出

身
の
在
校
生
に
対
し
、
通
学

定
期
券
を
対
象
に
定
期
代
を

補
助
す
る
こ
と
で
保
護
者
負

担
軽
減
策
と
し
て
、
６
年
度

一
般
会
計
予
算
枠
に
反
映
出

来
な
い
か
を
問
う
。

　
　

①
　

既
に
在
学
中
の
新

１
年
を
含
め
、
彦
根
・
長
浜

方
面
に
１
５
０
人
、
八
日
市

方
面
に
40
人
が
多
賀
大
社
前

駅
を
利
用
し
通
学
さ
れ
て
い

る
。  

 

６
カ
月
定
期
額
で
は
米
原

駅
ま
で
６
万
３
２
４
０
円
、

八
日
市
駅
ま
で
８
万
８
０
２

０
円
と
保
護
者
負
担
も
高
く

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
町
の
地
形
か
ら
短
期

間
(
冬
場
)
の
み
近
江
鉄
道

助
に
つ
い
て
は
利
用
促
進
の

た
め
の
有
効
な
手
法
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、

現
在
、
法
定
協
議
会
の
活
性

化
分
科
会
に
お
い
て
も
通
学

定
期
の
運
賃
値
下
げ
(
割
引

き
)
の
検
討
に
町
と
し
て
も

注
視
し
て
い
く
。

②
　

通
勤
定
期
が
33
％
、
通

学
定
期
が
36
％
、
定
期
外
が

31
％
と
な
っ
て
い
る
。
商
業
・

観
光
な
ど
多
面
的
な
効
果
が

発
揮
で
き
る
社
会
資
本
と
し

て
利
用
促
進
を
展
開
し
て
い

く
も
の
と
考
て
い
る
。

③
　

何
よ
り
、
安
全
第
一
の

第
二
種
鉄
道
事
業
者
と
し
て

の
役
割
を
発
揮
し
て
い
く
た

め
に
は
、
分
社
化
す
る
こ
と

な
く
グ
ル
ー
プ
体
制
、
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
用
し
続

け
て
い
く
事
が
必
要
と
さ
れ

法
定
協
議
会
で
異
議
な
く
承

認
さ
れ
た
。

を
利
用
の
在
校
生
も
補
助
の

対
象
と
し
て
取
り
扱
う
等
も

含
め
て
検
討
を

②
　

乗
車
率
統
計
デ
ー
タ
か

ら
路
線
活
性
化
の
考
え
は

③
　

近
江
鉄
道
が
鉄
道
事
業

を
分
社
化
し
な
い
ま
ま
担
う

と
決
定
し
た
理
由
は

町
長

　
　

①
　

近
江
鉄
道
は
「
通

勤
・
通
学
・
日
常
生
活
」
な

ど
で
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い

る
貴
重
、
且
つ
不
可
欠
な
地

域
公
共
交
通
で
あ
り
、「
商

業
・
観
光
な
ど
で
多
面
的
な

効
果
を
発
揮
で
き
る
社
会
資

本
」
と
し
て
全
線
存
続
が
必

要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
現

在
上
下
分
離
移
行
後
の
財
政

支
援
の
規
模
、
利
用
促
進
な

ど
に
つ
い
て
慎
重
に
議
論
を

行
っ
て
い
る
。
定
期
券
の
補

林道整備について
　各組合と連携し施工している

農
業
者
に
対
す
る
支
援
を

　

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る 権現谷路肩欠損権現谷路肩欠損権現谷路肩欠損大豆畑大豆畑大豆畑

多
賀
大
社
前
駅
の
利
用
者
拡
大
に
向
け
た
施
策
と
目
標
は

　

通
学
定
期
券
補
助
は
今
後
の
検
討
課
題

大
橋 

富
造

お
お
　

は
し

と
み
　

ぞ
う

神細工 宗宏
かみざいく　 　むね ひろ

川添 武史
かわ　ぞえ　　 たけ　　し

近
藤 

 

勇

こ
ん 

ど
う
　
　
　

  

い
さ
む
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彦
根
市
・
犬
上
郡
営
林
組

合
の
借
地
植
林
面
積
は
、
約

８
１
７
ha
で
本
町
の
比
較
的

奥
地
で
植
林
さ
れ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
の
旧
犬
上
郡
で
、

豪
雨
で
の
家
屋
・
人
命
の
喪

失
、
山
林
浸
食
防
止
な
ど
で

植
林
の
防
止
策
、
木
材
の
供

給
源
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

　

高
度
成
長
か
ら
木
材
市
況

は
激
変
し
、
森
林
行
政
は
苦

境
と
な
り
営
林
組
合
で
は
、

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
、

維
持
・
管
理
が
主
と
な
っ
て

い
る
。

　

設
立
の
初
期
目
的
で
あ
る

洪
水
防
止
は
、
ダ
ム
・
堰
堤
・

護
岸
工
事
な
ど
と
、
植
林
計

画
は
達
成
さ
れ
た
が
、
山
林

の
維
持
管
理
は
中
途
で
あ
る
。

貸
地
の
財
産
区
・
区
有
林
で

は
、
山
林
の
管
理
不
足
を
見

か
ね
て
返
却
の
要
望
も
あ
る
。

　

県
で
の
滋
賀
県
造
林
公
社

も
一
元
化
と
な
り
、
契
約
の

変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
町

内
で
の
財
産
区
も
使
命
は
終

了
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

年
々
、
山
林
所
有
者
の
不

明
、
後
継
者
が
い
な
い
状
況

が
増
加
し
て
お
り
、
営
林
組

合
で
も
所
有
者
側
の
要
望
が

あ
れ
ば
、
譲
渡
・
返
却
に
協

議
す
べ
き
時
期
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

　
　

①
　

組
合
林
の
方
向
性

は②
　

本
町
負
担
の
分
賦
金
と

今
後
は

③
　

返
還
協
議
の
発
展
性
は

④
　

財
産
区
の
今
後
の
あ
り

方
は

町
長

　
　

①
　

森
林
は
一
度
荒
廃

す
る
と
回
復
に
は
膨
大
な
時

間
を
要
す
る
の
で
、
森
林
管

理
計
画
の
策
定
か
ら
収
支
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
森
林
経
営

に
努
め
る
。

②
　

本
町
の
分
賦
金
は
営
林

組
合
規
約
で
13
・
89
％
で
あ

る
が
、
今
後
増
加
す
る
と
予

想
さ
れ
る
。 

③
　

貸
地
側
よ
り
要
望
が
あ

っ
て
も
、
組
合
の
目
的
の
理

解
を
得
て
、
健
全
な
森
林
運

営
を
め
ざ
す
。

④
　

財
産
区
は
管
理
会
が
基

本
で
意
思
を
尊
重
す
る
。

組
合
の
設
立
、
多
賀
産
材
を

１
０
０
％
近
く
使
用
し
た
中

央
公
民
館
の
設
立
等
々
多
く

の
実
績
を
残
さ
れ
た
。

　

今
後
、
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
上
り
線
の
開
通
、
国

道
８
号
線
バ
イ
パ
ス
整
備
、

小
中
学
校
の
老
朽
化
に
伴
う

建
て
替
え
問
題
な
ど
多
く
の

課
題
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
来

年
３
月
執
行
の
町
長
改
選
へ

の
立
候
補
の
意
思
に
つ
い
て

問
う
。

町
長

　
　

議
員
よ
り
身
に
余
る
過

分
な
言
葉
を
い
た
だ
き
恐
縮

し
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
も

触
れ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ

ら
の
課
題
か
ら
逃
げ
る
こ
と

な
く
、
義
務
を
果
た
せ
と
激

励
さ
れ
た
も
の
と
受
け
止
め

て
い
る
。
そ
の
言
葉
を
し
っ

か
り
と
受
止
め
残
す
任
期
６

カ
月
を
全
う
し
て
い
く
。

　

近
い
将
来
、
再
度
や
っ
て

く
る
で
あ
ろ
う
少
子
化
に
、

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
更

な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
近
い
将

来
、
完
成
す
る
で
あ
ろ
う
国

道
８
号
線
バ
イ
パ
ス
整
備
が
、

完
成
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
た
め
に
も
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し

て
い
き
た
い
。

　

大
変
微
力
で
は
あ
る
が
、

町
政
に
か
け
る
気
力
・
体
力

も
ま
だ
ま
だ
充
実
し
て
い
る
。

引
き
続
き
町
政
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
き
た
く
、
来
年
３
月

執
行
予
定
の
多
賀
町
長
選
挙

に
立
候
補
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

多
賀
町
総
合
計
画
に
基

づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
。

　

特
に
、
人
口
減
少
、
少
子

化
が
進
む
中
、
歯
止
め
対
策

と
し
て
「
子
育
て
・
教
育
熱

心
の
ま
ち
」
を
掲
げ
、
中
学

生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、

子
ど
も
家
庭
応
援
セ
ン
タ
ー

の
開
設
、
宅
地
造
成
へ
の
協

力
に
よ
る
若
者
世
代
の
増
加

等
々
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

山
間
地
域
対
策
で
は
、
大

滝
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
み
、
地
域
お
こ
し
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
。

　

農
業
で
は
、
獣
害
対
策
と

し
て
獣
害
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
、

米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
多
賀
人

参
・
そ
ば
の
特
産
品
化
等
々

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

林
業
で
は
、
森
林
資
源
循

環
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
協
同

　

２
０
２
４
年
の
３
年
に
一

度
の
改
定
に
向
け
論
議
さ
れ

て
い
る
社
会
保
障
審
議
会
・

介
護
保
険
部
会
で
制
度
の
見

直
し
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　

利
用
料
の
引
き
上
げ
や
サ

ー
ビ
ス
の
削
減
な
ど
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

物
価
高
騰
で
苦
し
む
高
齢

者
や
家
族
は
さ
ら
に
負
担
を

強
い
ら
れ
、
必
要
な
介
護
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
人
も
出

て
く
る
。

　

安
心
し
て
介
護
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
改
善
を
求
め
る
。

　
　

①
　

第
８
期
の
介
護
給

付
費
の
見
込
み
は

②
　

認
定
率
の
推
移
は

③
　

介
護
給
付
費
積
立
金
の

見
込
み
額
は

④
　

第
９
期
の
第
１
号
被
保

険
者
保
険
料
率
の
引
き
下
げ

の
考
え
は

⑤
　

国
に
対
し
て
負
担
率
の

引
き
上
げ
を
求
め
る
考
え
は

福
祉
保
健
課
長

　
　

①
　

第
８
期
の
介
護
給

付
費
総
額
は
21
億
９
３
３
１

万
円
と
な
る
見
込
み
で
、
計

画
値
23
億
９
８
０
０
万
円
に

対
し
、
91
・
５
％
に
な
る
と

推
測
し
て
い
る
。

②
　

３
年
度
14
・
６
％
、
４

年
度
15
・
１
％
と
上
昇
傾
向

に
あ
る
。
65
歳
以
上
の
う
ち
、

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の

占
め
る
割
合
が
多
く
な
る
こ

と
か
ら
、
認
定
率
も
上
昇
す

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

③
　

介
護
給
付
費
積
立
金
は
、

４
年
度
末
に
５
７
６
万
円
を

積
み
立
て
、
９
０
４
５
万
円

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

④
　

介
護
認
定
者
数
が
徐
々

に
増
え
る
と
推
測
さ
れ
る
中
、

引
き
下
げ
は
考
え
に
く
い
。

⑤
　

全
国
町
村
会
か
ら
国
に

対
し
、
ス
タ
ー
ト
時
か
ら
要

望
し
て
い
る
。
本
町
と
し
て

も
、
今
後
も
継
続
し
て
要
望
。

介護保険について
　介護認定者が増える中、大きな問題である

　

本
町
で
は
、
一
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
に
つ
い
て
は
、

民
生
委
員
や
福
祉
関
係
者
に

よ
り
把
握
さ
れ
て
い
る
と
思

う
が
、
壮
年
層
(
40
歳
か
ら

65
歳
)
の
一
人
暮
ら
し
の
ケ

ア
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

①
　

町
内
の
壮
年
層
の

一
人
暮
ら
し
の
男
女
別
の
人

数
は

②
　

特
に
、
疾
患
を
持
つ
方

へ
の
対
応
は

福
祉
保
健
課
長

　
　

①
　

５
年
３
月
末
時
点

で
、
住
民
票
か
ら
確
認
す
る

と
、
男
性
１
３
１
人
、
女
性

74
人
の
合
計
２
０
５
人
と
な

っ
て
い
る
。

　

同
居
さ
れ
て
い
て
も
何
ら

か
の
事
情
で
、
住
民
票
上
世

帯
分
離
し
て
い
る
方
も
散
見

　

民
生
委
員
を
は
じ
め
地
域

の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、
支

援
が
必
要
な
方
の
把
握
に
努

め
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
実
数
は

こ
の
数
字
よ
り
少
な
い
と
推

測
さ
れ
る
。

②
　

壮
年
層
で
特
に
支
援
が

必
要
な
疾
患
を
持
つ
方
は
、

高
齢
者
に
比
べ
ず
い
ぶ
ん
少

な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
実
態

と
し
て
把
握
は
非
常
に
難
し

い
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
や
精
神

保
健
福
祉
手
帳
な
ど
の
所
有

者
で
、
支
援
が
必
要
な
方
に

は
、
主
と
し
て
保
健
師
や
障

害
福
祉
担
当
者
が
対
応
し
て

い
る
が
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て

は
支
援
を
受
け
入
れ
て
も
ら

え
ず
介
入
が
困
難
な
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に

よ
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る

が
、
で
き
る
限
り
定
期
的
に

訪
問
し
必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
適
切
な
支
援
に
繋
が
る

よ
う
努
め
て
い
る
。

彦根市・犬上郡営林組合への本町の対応は
　森林管理計画でバランスのとれた運営を

町
長
改
選
へ
の
立
候
補
の
意
思
は

　

立
候
補
の
意
思
表
示

そば用コンバイン

壮
年
層
の
一
人
暮
し
の
対
応
は

　

地
域
と
一
体
と
な
り
対
応

清
水 

登
久
子

し
　

み
ず
　
　
　

と
　

く
　

こ

木下 茂樹
きの　した　　 しげ　　き

山口 久男
やま　ぐち　　 ひさ　　お

竹
内 

 

薫

た
け
　

う
ち

か
お
る
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木材乾燥庫木材乾燥庫

土場土場

　

土
場
で
仕
分
け
さ
れ
、
乾

燥
庫
と
製
材
所
が
同
じ
敷
地

内
に
あ
り
製
品
が
で
き
、
町

内
で
作
業
が
完
結
で
き
る
。

　

持
続
可
能
な
森
林
資
源
の

循
環
利
用
を
行
っ
て
い
る
。

　

木
に
は
個
性
が
あ
り
、
同

じ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
の
山
か
ら
切
り
出
さ
れ

た
木
材
を
生
か
し
た
製
品
を

開
発
中
で
す
。
現
在
、
木
の

表
彰
状
、
名
刺
入
れ
等
が
あ

り
ま
す
。 

　

今
後
も
製
品
開
発
を
行
う

予
定
で
す
。
ご
興
味
が
あ
る

方
は
、
当
組
合
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

　

気
候
変
動
問
題
の
解
決
に
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
脱
炭
素

社
会
の
構
築
を
宣
言
。

　

植
林
・
森
林
に
よ
る
『
吸

収
量
』
を
排
出
量
か
ら
差
し

引
い
て
、
合
計
を
プ
ラ
ス
マ

イ
ナ
ス
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を

言
い
ま
す
。
温
室
効
果
ガ
ス

を
出
さ
な
い
こ
と
も
大
切
で

す
。
ガ
ス
を
『
吸
収
』
す
る

こ
と
に
着
目
し
、
森
林
資
源

の
循
環
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
合

致
し
て
い
ま
す
。

　

 

協
力
隊 

竹
廣 
直
久 

記

　

多
賀
森
林
循
環
事
業
協
同

組
合
は
林
業
の
び
わ
こ
東
部

森
林
組
合
・
大
滝
山
林
組
合
、

製
材
業
の
小
林
製
材
所
、
建

築
業
の
株
式
会
社
ひ
ら
つ
か

建
築
、
設
計
の
株
式
会
社
雄

夢
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

商
品
が
出
来
上
が
る
過
程

は
川
の
流
れ
に
た
と
え
ら
れ

ま
す
。
川
上
の
山
か
ら
の
原

木
を
切
り
出
し
、
川
中
が
原

木
か
ら
製
品
へ
の
製
材
加
工

を
行
い
、
川
下
の
方
が
商
品

を
手
に
す
る
ま
で
で
す
。

　

当
組
合
は
現
在
、
川
中
の

業
務
を
メ
イ
ン
に
活
動
し
て

い
る
。

　

山
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
丸

太
を
『
土
場
』
に
運
び
、
そ

の
木
を
品
質
に
応
じ
て
、
建

築
製
材
用
木
材
、
合
板
用
木

材
、
製
紙
・
パ
ル
プ
用
木
材
、

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用
燃
料
等

に
仕
分
け
を
し
て
い
ま
す
。

　

木
材
は
水
分
を
含
ん
で
い

る
と
変
形
す
る
た
め
、
含
水

率
を
10
％
付
近
ま
で
落
と
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
組
合

は
木
材
の
乾
燥
を
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
が
良
く
、
木
材
に

も
負
担
の
少
な
い
太
陽
光
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
パ
ッ

シ
ブ
乾
燥
を
行
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
の
活
動
紹
介

地
域
お
こ
し
協
力
の
活
動
紹
介

地
域
お
こ
し
協
力
の
活
動
紹
介

 

山
間
地
域
の
活
性
化

山
間
地
域
の
活
性
化

山
間
地
域
の
活
性
化

No.6

森
林
循
環
事
業
協
同
組
合

森
林
循
環
事
業
協
同
組
合

事
業
協
同
組
合
の
活
動

事
業
協
同
組
合
の
活
動

木
材
を
活
用
し
た
商
品

木
材
を
活
用
し
た
商
品

注
目
さ
れ
る
理
由

注
目
さ
れ
る
理
由

送台車送台車

名刺入れ名刺入れ

　

今
年
も
早
い
も
の
で
、
残

す
と
こ
ろ
２
カ
月
弱
と
な
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
今
年
の
目

標
や
、
し
よ
う
と
思
っ
て
い

た
こ
と
は
出
来
た
で
し
ょ
う

か
。

　

長
い
コ
ロ
ナ
禍
で
し
た
が
、

第
５
類
に
移
行
後
は
、
徐
々

に
以
前
の
生
活
に
戻
り
つ
つ

あ
る
半
面
、
コ
ロ
ナ
と
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
や
、

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
秋
接
種

と
言
っ
た
状
況
も
有
り
、
ま

だ
ま
だ
手
放
し
で
喜
ぶ
と
こ

ろ
ま
で
に
は
、
至
っ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
町
内
各

園
・
小
・
中
学
校
や
各
地
域

で
も
、
色
々
工
夫
し
な
が
ら

運
動
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

油
断
す
る
こ
と
な
く
、
工
夫

し
な
が
ら
前
進
し
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

　
　

  

神
細
工
　

宗
宏
　

記 ※日程は、変更になる場合があります。
（コロナ対策で制限する場合があります）
※座席は２１席あります。

議員や行政は、 どんなまちづくりを考えているのか、 直接、 見て、
聞くことができます。ぜひお越しください。

・初日に提案された議案を採決します。

１２月１９日（火）１３：３０～  定例会閉会

・町長が町政報告と議案提案を行う。

・議員が町政について質問します。

９：３０～  一般質問

９：３０～  定例会開会

１２月 ５日（火）
９：３０～  一般質問１２月 ６日（水）

１２月 １日（金）
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